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システムIは 上可仁事 下 の間のを直的畑 ■作 用によりsL司 による薔隆ガ竹

なわれ ヽフステムI感 氷子力御 の伝髪 s trJ■作でにより調整が行なわれる管理

システムである乞欠めろ.こ のラステムt襲型的な作業縛 tビ教えする.こ た
はλ層の諸鵞溝tttち t各方フ′ヾ一1/4に 彬選bゞ スが存在し、垂直方向の)fス

の1口 の利用コストa、 米千力向は鋭ぞぁり。状死雀;族在するコスト州%tで
1あ

るような緯織である(下 曰慮移理!考が¬人でその務千が2人 の単漁Lな劇)●

ステムI システムエ

楡嫌 ど

o↓ じフズ子ムエならば、Sが大たt行なしヽ、Sは縦の
'fス

t枝って。a′ みか

ら嗜象七集めながら、鍵匂なプログlラ ムt選ぶ。
0も しシステムIな らば、a′ ふのうち刷んぼαが来良七石Lな い。αはます'白 有

で腋在.t行ない情象t得、さらにい聾ならば孜力`ラ嗜象t係 めて・プログラ

ムt曇が,こ のCttt Sに象をする。

しtが 7て 毛デルエ、毛デルIは情象コストか瞑なる.

多 力効性の比較
し、ま「 贅想女た力がダ畢多雀フくし、か翼繁勾に鷲思オ衛ヒ雀行なフた時に、毛デ

ルIで の`現特コストが毛デルエゼlの蜘石ロストよりも員ヽさくてすみな弓ば。フ

ステムエのカガ右勧性が高く、養の場か感フステム■の力が力綺性が稲ルヽ」ヒ
え義する乞。システムIの 方が力勃性があしヽような手前カカみの集ハS″セれJ)

ヤ分,ル ール銑めのZき の親脅」ストは

尊》十毎(x′い°′夕)]]ヒ 彙装され。毛デルエ

こうちセ女のこヒが寿ムされる.

ららめ←V(%め 子
〉ぞ

tあ るこ乞   ci=2′ εュニ|′ Ct=8

が争曰瑠され、Sドは比孝難タィ議襲性の後鶴ヽ顔環である

(七 日).=の ことから.状毛のア燿象帷デ椎い乞き

|二 ばフステム■、名し、ときにはシス〒ムエが右勧性
がもしヽ管理システムぞあることが示された。

参た文献

ArrOw′]碑副 ld鍮 飾 ck,l竹 )町`潤
臨 mは 自 げ錮 訴

SL甲に■綺贔&商 ‰ 麟 ,EmOn山強 IL".]3二 24・4‐

Ltt and戯 1睦r′

“

1,‐3 MMa8~JL"戯面

Mrch ο劇 鵡n錮 ,11場 餞戸MhS
(ね 日の斜

“

螂おではフステムIの 力納性が褐ぃ。)
t32ノ

ひ
ノ

″
ゝ


